
 

子育て支援施設におけるプレイルームの面積と床仕上げ 
－床仕上げとコーナー配置の異なる子育て支援施設の使われ方の比較研究 その 1－ 
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1．序論 

2007 年度より「地域子育て支援事業」が開始され、0～

3 歳児の過ごす空間として一般的な保育所に加え、公共施

設の空きスペースや空き民家等といった多様な建物形式

による子育て支援施設の設置が進められている。室内空

間は、実施要綱により「概ね 10 組の子育て親子が一度に

利用しても差し支えない程度の広さを確保すること」と

し、室内設備は「授乳コーナー、流し台、ベビーベッド、

遊具その他乳幼児を連れて利用しても差し支えないよう

な設備を有すること」との規定はあるが、プレイルーム注

1）の面積や床仕上げは施設によって異なる。また、子育て

支援施設では利用人数が時間帯や日によって異なり、発

達段階の異なる乳幼児と親が同一空間で過ごすことが保

育所との違いであり、各施設の運営方針やスタッフの経

験に基づいて空間が整備されているのが現状である。 

そこで本論では、複数の施設から傾向を把握するため

に山口県内の全子育て支援施設を対象とし、建物形式・

規模と床仕上げの関係を整理して、実際の事例を基にプ

レイルーム内の家具配置を示すことで床仕上げによるコ

ーナー設定の違いを明らかにすることを目的とする。 

 

2．調査方法 

調査は、2014 年 4 月時点で山口県内に設置されていた

子育て支援施設 140 箇所を対象に、まず郵送にて施設の

建物形式・規模・床仕上げ等に関するアンケート調査を

実施し、102 施設から回答を得た。次にアンケート結果を

基に、プレイルーム面積と床仕上げに特徴のみられた 15

施設を選定し、家具配置のスケッチ及び実測調査、遊

具・玩具等の種類の記録、施設の内部空間等の写真撮影

を行った。 

調査期間注 2)は 2010 年 5 月～2011 年 1 月、2012 年 3 月、

2014 年 1 月、2014 年 6 月、2014 年 10 月～2015 年 12 月

で、アンケートの有効回収率は 72.9％である。 

 

3．建物の形式・規模と床仕上げ 

3.1 建物の形式・規模 

アンケート調査で回答のあった 102 施設について、建 

表 1 建物形式とプレイルーム面積 

保育所 独立住宅 福祉施設 センター 幼稚園 その他

25㎡以下 3 3

25～50㎡ 14 4 1 1 1 21

50～75㎡ 18 2 2 2 2 1 27

75～100㎡ 20 1 1 22

100㎡以上 17 2 2 4 1 3 29

合計 72 9 6 6 4 5 102

注1）表中の数字は施設数を示す。
注2）センター：総合支所3施設、児童センター：2施設、市民センター1施設を含む。
注3）その他：病院・旧公民館・商業施設・旧図書館・旧保育所、各1施設を含む。
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表 2 保育所設置型の利用場所とプレイルーム面積 

全体 一角

25㎡以下 1 2 3

25～50㎡ 7 1 2 2 2 14

50～75㎡ 4 3 2 3 3 3 18

75～100㎡ 7 2 3 3 5 20

100㎡以上 2 8 3 2 1 1 17

合計 20 12 7 10 10 13 72

注1）表中の数字は施設数を示す。
注2）「遊戯室の一角」と回答があった施設については、どの程度の広さを利用しているかは不明で
　　　あったため、遊戯室全体をプレイルームとして面積を示している。
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物形式とプレイルーム面積を表 1 に示す。建物は保育所

活用型が 72 施設と最も多く、全体の約 7 割を占める。そ

の他には独立住宅：9 施設、福祉施設・市民センター等：

6 施設、幼稚園：4 施設等がみられた。プレイルーム面積

は、25 ㎡以下から 100 ㎡以上と幅広く、保育所活用型で

は保育室や遊戯室といった既存空間の活用が 20 施設前後

みられる他、子育て支援専用の部室や別棟の設置もみら

れた（表 2）。特に遊戯室を利用する場合には、遊戯室全

体利用・一角利用も併せて計 11 施設において 100 ㎡以上

と広い空間が確保されている。そして、独立住宅活用型

ではプレイルーム面積が 100 ㎡以上の施設もみられるも

のの、住宅には浴室や台所等の設備空間があり、プレイ

ルームとして設定できる空間に限りがあるため、25～50

㎡が最も多くなっていると考えられる。また、福祉施設

やセンターに併設された施設では、主に 50 ㎡以上のプレ

イルームが確保されており、特にセンター併設型では 100

㎡以上が 4 施設と最も多い。 
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図 1 プレイルームの面積と床仕上げ 

 

3.2 プレイルーム面積と床仕上げ 

プレイルームの面積と床仕上げの関係を図 1 に示す。

アンケート調査で回答のあった 102 施設のうち、床仕上

げが把握できた 77 施設では、①畳のみ:2 施設、②マット

のみ：5 施設、③フローリングのみ：35 施設、④フロー

リング＋畳（畳マットも含む）：36 施設の 4 つの床仕上げ

タイプを抽出できた。プレイルーム面積毎に床仕上げの

タイプをみてみると、25～50 ㎡の施設では、4 タイプす

べてがみられ、フローリングと畳の設置が 8 施設と最も

多い。50～75 ㎡、75～100 ㎡の施設における床仕上げは

類似しており、フローリングのみの設置が各 10 施設前後

みられた。そして、100 ㎡以上の施設ではフローリングと

畳の設置が多くなり、13 施設みられた。また、マットの

設置は 25 ㎡以上の区分において 1,2 施設ずつみられた。

そして、畳を設置している施設はタイプ 1,4 を併せて 38

施設と全体の約 5 割を占め、子育て支援施設において畳

が有効に活用されていることがわかる。 

 

4．床仕上げの異なる事例の分析 

3.2 より、プレイルームの床仕上げとして③フローリン

グのみ、④フローリング＋畳の 2 つが主なタイプである

ことがわかった。そこで、各タイプの施設について、そ

の床仕上げとなった要因を明らかにするために、畳の設

置・未設置理由を示した上でそれぞれ事例を抽出し、プ

レイルーム内のコーナー配置を示す。 

4.1 フローリングのみの施設 

 床仕上げがフローリングのみの 35 施設において、畳を

設置していない理由を図 2 に示す。理由のうち、「マット

等で畳の代用を行っているため」との回答が 24 施設と 7

割近くを占める。実際に常時マットを使用している施設

は 29 施設あり、必要に応じて設置する施設もみられるこ

とから、マットが有効に活用されていることがわかる

（図 3）。また、「施設の面積が狭いため」との回答も 6 施

設みられ、プレイルーム面積が床仕上げに大きく影響し

ていると考えられる。 

次に事例を図 4 に示す。事例 1 は保育所の新設に伴い、 

プレイルームの面積が狭いため（6施設） 子どもの走るスペースを確保するため（1施設）

マット等で代用を行っているため（24施設）

畳の清掃が大変なため（1施設）施設に床暖房が備わっているため（1施設）

開設時から畳が設けられていなかったため（13施設）

その他（3施設）
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図 2 複数回答による畳未設置理由（フローリングのみ） 
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図 3 マット使用状況 （フローリングのみ） 
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図 4 フローリングのみの事例 

 

専用室として設置されたもので、プレイルーム面積は

93.60 ㎡である。コーナーは主に壁際に点在しており、子

どもが走り回ることのできるようにプレイルーム中央に

は広いオープンスペースが確保されている。マットは、

「滑り台」「複数玩具」「ままごと」コーナーの 3 箇所で

常時使用されており、滑り台使用時の安全の確保、乳児

のほふくの場の設定、コーナーの明確な区分を目的とし

ている。 

4.2 フローリングと畳の施設 

床仕上げがフローリングと畳で 2 区分されている 36 施

設においては、まずプレイルーム面積と畳部分の面積の

関係を図 5 に示す。面積が把握できた 35 施設のうち、9

割近くの 30 施設において畳部分の面積は 30 ㎡以下で、

70 ㎡以上は 2 施設のみであった。そして、プレイルーム

内における畳部分の面積の割合をみると、0～10%：11 施

設、10～30%：12 施設、30～50%：7 施設、50%以上：5 施
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図 5 プレイルームと畳部分の面積（フローリング＋畳） 

 

 

設で、プレイルーム面積の半分程度を畳スペースとして

いる施設が 30 施設と半数以上を占めていた。また、畳ス

ペースの面積は、必ずしもプレイルーム面積に比例して

おらず、150 ㎡以上の広さを有する施設でも、畳スペース

の割合が 1 割程度の施設もみられ、施設によって配置も

様々であると考えられる。 

次に、畳を設置している理由を図 6 に示す。理由のう

ち、「利用者が静かに過ごせる場所を確保するため」との

回答が 18 施設と最も多く、全体の半数を占める。次いで、

「ほふくの場を確保するため」「乳幼児の安全を確保する

ため」との回答が多く、乳幼児の過ごす空間を明確に区

分するために畳を設置していることがわかる。また、「フ

ローリングが冷えるため」との回答も 8 施設あり、座位

で過ごすことの多い乳幼児と親への配慮がみられた。そ

して、フローリングのみの施設と同様に、マットも 36 施

設中 25 施設が常時設置、2 施設が必要に応じて設置して 

ほふくの場を確保するため（15施設） 乳幼児の安全を確保するため（12施設）

コーナーを明確に区分するため（8施設） フローリングが冷えるため（8施設）

利用者が静かに過ごせる場所を確保するため（18施設）

開設時から畳が設けられていたため（8施設） その他（2施設）
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図 6 複数回答による畳の設置理由（フローリング＋畳） 
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図 7 マット使用状況（フローリング＋畳） 

 

 

おり、畳とマットによって空間が区分されていることが

わかる（図 7）。 

そして、事例を図 8 に示す。事例 2 は、保育所に設置

された施設で保育室の一室を利用している（図 8-左）。プ

レイルーム面積は 42.0 ㎡で、そのうち畳部分の面積は

29.4 ㎡とプレイルーム面積の 7 割を占める。畳スペース

はプレイルーム南側に設置されており、ロッカーを利用

して玩具が壁際に配置されている。フローリングスペー

スには机が設置されており、スタッフの事務作業や利用

者が工作等を行う場となっている。 

事例 3 は、旧保育所の 0-1 歳児室であった部屋を利用

しており、プレイルーム 56.53 ㎡のうち、畳部分は 23.31

㎡とプレイルーム面積の 4 割を占める（図 8-中央）。プレ

イルームの中央部分に畳スペースが設えられており、そ

の上に「ままごと」「絵本」「複数玩具」コーナーが設定

され、広いオープンスペースが中央に確保されている。
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そして、畳に囲まれた北側のスペースにはマットが敷か

れ、「複数玩具」コーナーが設置されている。また、遊ぶ

コーナー以外にもプレイルーム南側の奥まったフローリ

ングスペースにはベビーベッド・おむつ交換台・ソファ

が設置された「授乳」コーナーが設けられており、カー

テンによって遊ぶ空間と仕切ることも可能である。 

 事例 4 は、総合支所 2 階の会議室を改修して設置され

た施設で、改修時にフローリングスペースと畳スペース

を設けている（図 8-右）。プレイルーム面積は 111.24 ㎡

で、そのうち畳スペースの面積は 23.96 ㎡でプレイルー

ム面積の 2 割を占めている。フローリングスペースでは、

マットが 4 箇所で使用されており、「複数玩具」「ままご

と」「ビーズコースター」コーナーの場所を明確に区分し

ている。また、「ジャングルジム」や「ドールハウス」と

いった大型遊具や、多用途で使用可能なテーブルも設置

されており、オープンスペースは設けられていない。さ

らに、「絵本」コーナーは、マットは使用されていないも

のの、本棚で囲うことによって場所を区分している。そ

して、畳スペースは、プレイルーム南側一面に設けられ

ており、デンや乗り物、「複数玩具」コーナーが壁際に配

置され、中央にはオープンスペースがとられている。 

 

5．結論 

本論で得られた知見は以下の通りである。 

１）山口県内の子育て支援施設 102 箇所の建物形式とし

ては、保育所、独立住宅、福祉施設、センター、幼稚

園が主にみられ、そのうち 72 施設が保育所設置であっ

た。また、プレイルーム面積は建物形式によって大き

な差がみられ、保育所の遊戯室を利用する場合や、福

祉施設・センター併設型では 100 ㎡以上の広さが確保

されていた。 

２）プレイルームの床仕上げを把握できた 77 施設では、

畳、マット、フローリングを単独で使用している施設

に加え、フローリングと畳の 2 種類を設置している施

設の 4 タイプがみられた。そのうち、畳を使用してい

る施設は 38 施設と約 5 割を占めており、子育て支援の

場において畳が有効であることがわかる。また、プレ

イルーム面積が 50～100 ㎡の施設ではフローリングの

み、100 ㎡以上の施設ではフローリングと畳を設置した

施設が多くみられた。 

３）プレイルームの床仕上げとしてフローリングのみを

用いた施設では、畳を設けない理由としてマット等で

畳の代用を行っているという施設が多くみられ、実際

にマットを使用している施設は 35 施設のうち 29 施設

と約 8 割を占めている。そしてマットの使用目的とし

ては、畳の代用として乳児のほふくの場の設定やコー

ナーの明確な区分、大型遊具使用時の安全確保等が挙

げられる。また、プレイルーム面積が狭いため畳のス

ペースが十分に確保出来ないため畳を設けられない施

設もみられた。 

４）プレイルームの床仕上げがフローリングと畳の 2 種

類を用いた施設において、プレイルーム内における畳

部分の面積は、プレイルームの広さに関係なく 30 ㎡以

下の施設が 36 施設のうち 30 施設と約 8 割を占めてい

た。また、プレイルーム面積と畳部分の面積の比率は

50％以下が一般的である。畳を設ける理由としては、

主に絵本などの静的遊びや乳児が過ごすための場の確

保が挙げられる。そして、畳に加え、マットの使用も

27 施設と約 7 割でみられ、フローリングのみの施設と

同様に、フローリングスペースでのコーナーの明確な

区分や大型遊具利用時の安全の確保を目的として使用

されていた。 

   

尚、本研究は平成 26 年度日本建築学会中国支部奨励研

究助成を受けたものである 

 

注釈 

注 1）「プレイルーム」は、施設の開所時間内において利用者が遊び

や交流を目的として過ごす場所を示しており、別室として設けら

れている事務室や便所等は除く。 

注 2）調査期間は 2010 年から 2015 年の 6 年間にわたるが、これは当

研究室で子育て支援施設研究を開始してから現在までに調査した

全例を対象としており、施設が設置されている建物形式は保育所

を始めとして、独立住宅・福祉施設・市民センター等の公共施設、

その他に旧図書館等多種にわたり、プレイルーム面積も 25 ㎡から

100 ㎡以上の施設まで幅広い。従って、プレイルーム面積と床仕上

げの全体像を把握するには適した資料であると考えている。 
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